
　

16
日
か
ら
、
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り

ま
す
。

　

道
内
で
は
10
月
中
に
、
夕
方
か
ら
夜
間
に
か

け
て
の
高
齢
歩
行
者
の
死
亡
事
故
が
続
発
し
ま

し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
夜
間
走
行
時
、
対
向
車
や

先
行
車
が
な
け
れ
ば
ハ
イ
ビ
ー
ム
（
ラ
イ
ト
上

向
き
）
を
多
用
し
、
歩
行
者
の
早
期
発
見
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
て
、

〝
右
か
ら
左
へ
〟
横
断
す
る
歩
行
者
の
発
見
を
見

落
と
し
が
ち
で
す
。
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
左
右
を
よ
く
見
て
、
き
ち
ん

と
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
内
で
も
、
信
号
の
な
い
交
差
点
で
、
停

止
線
を
守
ら
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
目
に
つ
き

ま
す
。
車
の
来
る
右
側
だ
け
を
見
て
、
停
止

線
で
止
ま
ら
ず
進
ん
で
く
る

ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
よ
う
で

す
。
左
側
か
ら
自
転
車
や
歩

行
者
が
来
て
い
ま
せ
ん
か
？

き
ち
ん
と
停
止
線
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

栗
山
警
察
署
管
内
で
は
今
年
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
死
亡
事
故
と
人
身
事
故
各
１
件
を
含

む
、
６
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
は
、
前
日
の
夜
か
ら
早
朝
ま
で
飲
酒

し
、
そ
の
後
の
運
転
に
よ
り
、
朝
や
昼
に
事

故
を
起
こ
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

平
成
21
年
７
月
に
尊
い
３
人
の
命
を
奪
っ

た
悲
惨
な
事
故
を
再
び
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

酒
を
口
に
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
運
転
し
な
い
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
！
乗
る

な
ら
飲
む
な
！
」
を
、
運
転
者
自
身
が
今
一

度
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
一

緒
に
飲
酒
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
に
い
た
人

も
同
じ
罪
に
な
り
ま
す
。〝
止
め
る
〟
勇
気
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

【
期　

間
】

　

11
月
16
日
㈬
～
25
日
㈮

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死

　

～
め
ざ
せ　

安
全
で
安
心
な　

北
海
道
～

【
運
動
の
重
点
】

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

・
凍
結
路
面
等
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止

・
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

野
生
の
鳥
は
、
体
内
や
羽
毛
な
ど
に
細
菌

や
寄
生
虫
な
ど
の
病
原
体
が
あ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
素
手
で
は
触
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

生活と環境
【問い合わせ】　町環境生活課☎� 7510

交通ルールを守りましょう
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冬
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す

衰
弱
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら

◆
応
募
資
格

◇
町
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
お
お
む
ね
５
人

　

以
上
で
構
成
さ
れ
、
活
動
の
拠
点
事
務
所

　

が
町
内
に
あ
る
団
体

◇
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
町
民
の
福
祉
向
上
も

　

し
く
は
町
民
の
利
益
に
つ
な
が
り
、
公
益

　

上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
を
行
っ
て
い

　

る
団
体

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体

　

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く

◆
申
請
窓
口

◇
昨
年
に
引
き
続
き
交
付
を
希
望
す
る
団
体

　

担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

◇
新
規
に
交
付
を
希
望
す
る
団
体

　

下
記
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象
事
業

　

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
は
３
つ
に
区
分

　

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
の
①
～
③
を
参
照
）。

◆
補
助
金
申
請
額

　

補
助
対
象
事
業
区
分
ご
と
に
事
業
実
施

対
象
範
囲
で
３
つ
の
補
助
割
合
（
申
請
額
）

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
の
ア
～
ウ
を

参
照
）。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
３

※
補
助
金
の
交
付
要
綱
・
申
請
様
式
な
ど
は
、

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.tow

n.kuriyam
a.hokkaido.

jp/m
easure/h_tyouhojyo.htm
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【図１　補助対象事業と補助割合（申請額）】

①本来、町が行うべき事業であるが、
　町以外の団体が実施した方がより
　効果が期待できる事業、もしくは
　他の法令で、設置が義務付けられ
　ている団体が行う事業

②町が進めるまちづくり振興
　策に基づく事業
③町民の福祉向上、もしくは
　町民の利益につながると認
　められる事業

ウ当該団体会員以外の町
民に広がりをみせる事業

補助割合：50％以内

ア当該団体会員以外の町
民に広がりをみせる事業

補助割合：100％以内

イ当該団体会員を対
象とする事業

補助割合：10％以内

申
請
受
付
期
間
は
11
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

町
補
助
金
申
請
の
受
付
を
始
め
ま
す
！

　

平
成
24
年
度
の
補
助
金
の
申
請
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
次
に
よ
り

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
経
費
】

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
に
は
、
次
の

経
費
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

○
団
体
職
員
お
よ
び
役
員
な
ど
の
給
与
、

　

手
当
、
保
険
料
、
年
金
、
賃
金
な
ど
の

　

団
体
運
営
に
か
か
る
人
件
費

○
団
体
運
営
の
た
め
の
会
議
費
、
消
耗
品

　

費
、
通
信
費
な
ど
の
事
務
的
経
費
（
表

　

彰
、
慶
弔
に
か
か
る
経
費
も
含
む
）

○
事
務
所
な
ど
の
光
熱
水
費
、
燃
料
費
な

　

ど
の
維
持
管
理
費

○
会
員
相
互
の
親
睦
経
費
（
懇
親
会
、
慰

　

労
会
費
な
ど
）

○
加
盟
す
る
上
部
団
体
へ
の
負
担
金

○
町
か
ら
別
に
補
助
金
を
受
け
て
い
る
団

　

体
へ
の
助
成
な
ど

○
す
べ
て
の
飲
食
費
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サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
！

　

ま
た
、
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
鳥
が
死

ん
で
い
た
場
合
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

○
空
知
総
合
振
興
局　

　
　

環
境
生
活
課　

自
然
環
境
係

　
　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
０
４
５
（
直
通
）

　

○
栗
山
町
環
境
生
活
課

　
　

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
�
７
５
１
０

　

栗
山
消
防
団
で
は
、
火
災
想
定
訓
練
の
た

め
次
の
日
程
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
11
月
７
日
㈪　

 

午
前
７
時

　

第
３
分
団
第
１
部
（
継
立
）、第
２
部
（
日
出
）

　

第
３
部
（
南
学
田
）

□
11
月
８
日
㈫ 　

　

午
前
６
時
40
分

　

第
１
分
団
第
１
部
・
２
部
（
栗
山
）

　

午
前
７
時

　

第
２
分
団
第
１
部
（
角
田
）、
第
２
部
（
雨

　

煙
別
）

平
成
24
年
度

ふ
る
さ
と
栗
山
の

　
　

ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す
！



■
調
査
結
果

　

調
査
の
結
果
を
、
設
問
ご
と
に
説
明
・
解

説
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
現
在
の
世
帯
構
成
に
つ
い
て

　　
「
一
人
暮
ら
し
」
と
「
配
偶
者
と
２
人
」
を

合
わ
せ
た
世
帯
は
、
ち
ょ
う
ど
50
・
０
％
と

半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
一
人
暮
ら
し
」
の
う
ち
、
男
性
は

22
・
５
％
で
、
女
性
は
77
・
５
％
で
し
た
。

平
均
寿
命
の
長
い
女
性
の
方
に
「
一
人
暮
ら

し
」
が
多
い
の
が
解
り
ま
す
。

13 12

栗
山
町
高
齢
者
実
態
調
査
結
果

○
介
護
、
介
助
の
必
要
性
に
つ
い
て

　　

46
・
９
％
の
方
が
「
介
護
・
介
助
の
必
要

は
な
い
と
」
と
答
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
介

護･

介
助
が
必
要
」
な
方
は
、「
受
け
て
い
な

い
」
方
を
含
め
17
・
６
％
で
、
そ
の
う
ち
「
何

ら
か
の
介
護
を
受
け
て
い
る
」
方
は
13
・
４
％

と
な
り
ま
し
た
。「
無
回
答
」の
方
が
35
・
５
％

も
お
ら
れ
る
の
が
気
に
か
か
り
ま
す
。

○
介
護
、
介
助
の
原
因
に
つ
い
て

　

複
数
回
答
可
の
設
問
で
し
た
が
、
全
体
で

は
「
高
血
圧
」
が
22
・
５
％
で
最
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
介
護
認
定
の
状
況
別
で
は
、
グ

ラ
フ
に
は
現
れ
ま
せ
ん
が
、
要
支
援
１
と
２

で
は
、「
筋
骨
格
の
病
気
」
が
36
・
６
％
。
要

介
護
１
と
２
で
は
「
認
知
症
」
が
37
・
８
％
、

要
介
護
３
～
５
で
は
「
認
知
症
」
が
42
・
５
％

と
、
介
護
度
が
上
が
る
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
若
い
う
ち
か
ら
認
知
症

を
予
防
す
る
こ
と
が
、
介
護
予
防
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
の
状
況

　
「
医
師
の
処
方
し
た
薬
を
飲
ん
で
い
る
」
方

は
、全
体
の
78
・
２
％
と
高
く
、そ
の
う
ち
「
５

種
類
以
上
」
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
が
25
・

８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
薬
を
飲
ん
で
い
な
い
方
は
約
７
人

に
１
人
の
14
・
３
％
で
し
た
。

○
嗜
好
品
の
状
況

 　

お
酒
を
「
ほ
ぼ
毎
日
飲
む
」
方
と
、
時
々

飲
む
」
方
を
合
わ
せ
る
と
、
31
・
９
％
、「
ほ

ど
ん
と
飲
ま
な
い
」
方
や
「
も
と
も
と
飲
ま

な
い
」
方
は
65
・
１
％
で
し
た
。

　
「
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
」
方
は
12
・
２
％

と
約
８
人
に
１
人
で
、「
吸
っ
て
い
た
が
や
め

た
」
方
は
25
・
８
と
、
高
齢
に
な
る
と
酒
・

た
ば
こ
な
ど
の
嗜
好
品
は
控
え
る
よ
う
に
し

て
い
る
方
、
つ
ま
り
健
康
を
意
識
し
て
い
る

方
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

○
参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
な
ど

　

参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
は
、「
自
治
会
・

町
内
会
」
が
最
も
高
く
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
合

わ
せ
る
と
、
71
・
２
％
と
な
り
、
多
く
の
方

が
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
方
は
全
体
の
７
・
６
％
の
２
８
４
名
に
上
っ

て
お
り
、
地
域
へ
貢
献
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

の
パ
ワ
ー
は
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
も
っ

と
活
か
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
相
談
相
手 

　

相
談
相
手
は
、「
息
子
・
娘
」
が
71
・
５
％

で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
配
偶
者
」、「
兄
弟
・

支
え
合
う
地
域

６
月
に
実
施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

（6.1％）（4.1％）

（母数ｎ＝ 3,728）

一人暮らし

配偶者と２人

配偶者以外と２人２人（相手不明）

家族などと
３人以上で同居

無回答

（14.8％）

（35.2％）

（34.8％）

（5.0％） 約
半
数
は
高
齢
者
の
み
世
帯
で
す

介
護
の
原
因
は
疾
病
か
ら

　
～
認
知
症
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
～

0 20 40 60 80 100

（母数ｎ＝ 3,728）

介
護
・
介
助
の
必
要
は
な
い

無
回
答

（
46
・
９
％
）

何
ら
か
の
介
護
・
介
助
の
必
要
は

必
要
だ
が
、
受
け
て
い
な
い

（
４
・
２
％
）

現
在
何
ら
か
の
介
護
を

受
け
て
い
る

（
13
・
４
％
）

（
35
・
５
％
）

0 5 10 15 20 25

（母数ｎ＝ 654）

高血圧

筋骨格の病気
（骨粗しょう症、関節症など）

認知症

脳卒中
（脳出血・脳梗塞など）

心臓病

目の病気

糖尿病

（22.5％）

（15.6％）

（21.6％）

（15.0％）

（14.2％）

（13.1％）

（10.7％）

0 20 40 60 80 100

（母数ｎ＝ 3,728）

１
種
類

（
11
・
３
％
）

２
種
類

（
14
・
８
％
）

３
種
類

（
15
・
０
％
）

４
種
類

（
11
・
３
％
）

５
種
類
以
上

（
25
・
８
％
）

飲
ん
で
い
な
い

（
14
・
３
％
）

無
回
答

（
７
・
５
％
）

（母数ｎ＝ 3,728）

ほぼ毎日飲む
（14.5％）

（酒　類）

時どき飲む
（17.4％）

ほとんど飲まない
（26.2％）

もともと飲まない
（38.9％）

無回答
（3.0％）

（たばこ）

（母数ｎ＝ 3,728）

無回答
（2.8％）

もともと吸わない
（59.2％）

ほぼ毎日吸う
（9.5％）

時どき吸う
（2.7％）

吸っていたがやめた

（25.8％）

（母数ｎ＝ 3,728）
0 5 10 15 20 25 30 35 40

自治会・町内会

老人クラブ

参加していない

サークル・自主グループ

祭り・行事

ボランティア活動

その他

※複数回答あり

（38.7％）

（29.6％）

（32.5％）

（17.2％）

（14.8％）

（7.6％）

（3.2％）

■
調
査
の
目
的

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
を
把
握
し
、
平
成
24
年
か
ら
始

ま
る
「
第
５
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」
策
定
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

■
調
査
の
概
要

・
対
象
者

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　

３
，
９
０
３
人

・
回
収
数
と
回
収
率

　
　
　

回
収
数　

３
，
７
２
８
人

　
　
　

回
収
率　

95
・
５
％

・
内
容

現
在
の
生
活
、
健
康
状
態
、
通
院
の
状
況

な
ど
、
選
択
式
の
全
93
問
を
郵
送
な
ど
で

回
収
後
、
訪
問
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
グ
ラ
フ
の
見
方
】

　

グ
ラ
フ
に
記
載
し
て
い
る
ｎ
値
は
、
集
計

に
用
い
た
母
数
を
表
し
て
い
ま
す
。
ｎ
値
に

個
別
の
選
択
肢
の
割
合

（％）
を
掛
け
合
わ
せ
る

と
、
回
答
者
の
人
数
が
わ
か
り
ま
す
。

※上位回答のみ



速
度
の
変
化
、
背
中
の
丸
み
の
有
無
な
ど
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
を
得
点
化
し
ま

し
た
。

　
「
転
倒
の
お
そ
れ
が
あ
る
」
方
の
割
合
は
、

年
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
１
年
で
転
倒
し
た
」
方
の
割
合
は
、

30
・
３
％
、「
転
倒
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
」

方
の
割
合
は
、
45
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
「
二
次
予
防
事
業
対
象
者
」
判
定

　

二
次
予
防
事
業
対
象
者
と
は
、「
虚
弱
」、「
運

動
器
」、「
栄
養
」、「
口
腔
」
の
４
項
目
の
う
ち
、

１
項
目
以
上
に
つ
い
て
「
機
能
が
低
下
し
て

い
る
」
と
判
定
さ
れ
た
方
で
す
。　

　

虚
弱(

生
活
機
能
全
般)

、
運
動
器
、
栄
養
、

口
腔
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、

機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
方
の

判
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　 　　

結
果
は
、「
口
腔
」
が
25
・
１
％
で
最
も
高

く
、
次
い
で
「
運
動
器
」
が
23
・
８
％
、「
虚

弱
」
が
11
・
４
％
、「
栄
養
」
が
１
・
１
％
と
な
っ

15 14

姉
妹
」、「
子
の
配
偶
者
」
と
続
き
、
身
内
以

外
の
相
談
相
手
で
は
、「
友
人
・
知
人
」、
次

い
で
医
師
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
役
場
な
ど

の
公
的
機
関
へ
の
相
談
は
少
な
い
事
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

相
談
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、
親
族
な
ど

で
解
決
で
き
な
か
っ
た
場
合
な
ど
、
些さ

細さ
い

な

こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
機
関
と
し
て
、

役
場
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
役
場
内
）、

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
治
会
・
町
内
会
」
や
「
老
人
ク

ラ
ブ
」
に
相
談
す
る
方
は
全
体
の
５
・
４
％
で

あ
り
、
日
頃
か
ら
地
域
活
動
を
通
じ
て
、
お

互
い
に
相
談
し
あ
え
る
関
係
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

心
配
事
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
過
ご
す

こ
と
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
元
気
で
長

生
き
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
大
事
な
こ
と
で

す
。

○
「
閉
じ
こ
も
り
」、「
物
忘
れ
」、「
う
つ
」

に
つ
い
て
要
注
意
の
方
の
割
合

　
「
閉
じ
こ
も
り
」
が
10
・
３
％
、「
物
忘
れ
」

が
41
・
５
％
、「
う
つ
」
が
33
・
３
％
と
そ
れ

ぞ
れ
要
注
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
以
前
は
楽
に
出
来
て
い
た
こ
と
が
、

こ
こ
２
週
間
で
お
っ
く
う
に
感
じ
る
か
」
と

い
う
設
問
に
対
し
、「
感
じ
る
」
と
回
答
し
た

方
の
割
合
を
年
齢
別
に
み
て
み
る
と
、
65
～

69
歳
で
は
21
・
６
％
、
80
～
84
歳
で
は
47
・

８
％
、
90
歳
以
上
で
は
59
・
７
％
と
な
っ
て

お
り
、
年
齢
と
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

栗山町高齢者実態調査結果

　
○
「
転
倒
の
お
そ
れ
が
あ
る
」
方
の
割
合

　

設
問
の
判
定
基
準
は
、
転
倒
経
験
、
転
倒

に
対
す
る
不
安
の
有
無
、
杖
の
使
用
、
歩
く

個
人
結
果
を
配
布
し
ま
し
た

て
い
ま
す
。

　

現
在
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
う
ち
、

「
二
次
予
防
事
業
対
象
者
と
考
え
ら
れ
る
」
方

の
割
合
は
36
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

十
分
な
回
答
が
な
か
っ
た
た
め
に
判
定
が
で

き
な
か
っ
た
方
の
割
合
は
８
・
９
％
で
す
。

　

二
次
予
防
事
業
対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
積
極
的
な
介
護
予
防

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

○
生
活
機
能
得
点(

平
均
点)

　

外
出
や
日
用
品
の
買
い
物
な
ど
の
「
自
立

性
」、
書
類
の
記
入
や
新
聞
を
読
む
こ
と
な
ど

の
「
知
的
能
動
性
」、
友
人
や
若
い
世
代
と
の

交
流
な
ど
の
「
社
会
性
」
に
関
す
る
質
問
へ

の
回
答
結
果
か
ら
、
生
活
機
能
を
得
点
化
し
、

平
均
点
を
集
計
し
ま
し
た
。
満
点
は
13
点
で

点
数
が
高
い
ほ
ど
生
活
機
能
が
高
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

得
点
は
年
齢
と
と
も
に
下
降
傾
向
で
、
80

歳
を
超
え
る
と
急
激
に
点
数
が
下
が
り
、
要

注
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
調
査
の
ま
と
め

　

本
調
査
は
、
対
象
者
数
３
，
９
０
３
人
に

対
し
、
95
・
５
％
と
い
う
非
常
に
高
い
割
合

で
ご
回
答
い
た
だ
き
、町
内
の
高
齢
者
の
方
々

の
生
活
や
健
康
状
態
等
の
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
よ
り
、
介
助
・
介
護
の
原
因
と

な
っ
た
疾
病
は
、
高
血
圧
、
筋
骨
格
の
病
気
、

認
知
症
な
ど
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

※複数回答あり

0 10 20 30 40 50 60 70 80

（母数ｎ＝ 3,728）

息子・娘

配偶者（夫・妻）

兄弟・姉妹

友人・知人

医師・歯科医師・看護師

子の配偶者

役所・役場

老人クラブ

自治会・町内会

社会福祉協議会

民生委員

地域包括支援センター

その他

（71.5％）
（56.2％）

（27.2％）
（24.0％）

（12.2％）
（11.9％）

（4.1％）
（2.8％）
（2.6％）

（1.1％）
（1.0％）
（0.4％）
（1.1％）

ま
ず
は
介
護
予
防
で
す

0 10 20 30 40 50

閉じこもり

物忘れ

うつ
（33.3％）

（41.5％）

（10.3％）

（母数ｎ＝ 3,199）

（母数ｎ＝ 3,241）

（母数ｎ＝ 3,175）

　

こ
の
た
め
、生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
や
、

体
力
づ
く
り
な
ど
の
積
極
的
な
介
護
予
防
へ

の
取
り
組
み
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

早
く
か
ら
認
知
症
の
予
防
に
心
掛
け
る
事
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
は
、
平
成
24
年
か
ら
の
第

５
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
す

る
ほ
か
、
今
後
の
町
内
に
お
け
る
よ
り
良
い

高
齢
者
福
祉
・
地
域
医
療
を
進
め
る
た
め
に

活
用
し
ま
す
。

　

回
答
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
生
活
機
能
に

関
す
る
現
在
の
健
康
状
態
、
ま
た
、
介
護
予

防
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、「
個
人
ア
ド

バ
イ
ス
表
」
を

作
成
し
、
配
付

し
ま
し
た
。

■
お
詫
び

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
と
個
人
ア
ド
バ
イ
ス

表
の
配
付
は
、
委
託
事
業
所
の
調
査
員
の
訪

問
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

訪
問
の
際
、
誤
訪
問
や
誤
配
な
ど
に
よ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
ケ
ー
ス
が
一
部
み
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

ま
ず
は
お
電
話
で
！

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

松
風
３
丁
目
２
５
２ 

役
場
内

　

☎
�
２
２
５
５

　

介
護
支
援
専
門
員
・
社
会
福
祉
士
・
保
健

師
が
次
の
よ
う
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

・
介
護
保
険
の
相
談

・
介
護
予
防
の
相
談

・
必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
や
介
護
方
法
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

・
高
齢
者
虐
待
や
権
利
擁
護
の
相
談

・
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
の
介
護
相
談

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
（
認
知
症

に
つ
い
て
の
住
民
講
座
の
実
施
）

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
た

生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

0 20 40 60 80 100

65-69 歳

70-74 歳

75-79 歳

80-84 歳

85-89 歳

 90 歳～

お
っ
く
う
に
感
じ
る

お
っ
く
う
に
感
じ
な
い

無回答

（59.7％）

（53.2％）

（47.8％）

（37.1％）

（25.3％）

（21.6％） （76.4％）

（70.9％）

（55.8％）

（44.5％）

（37.8％）

（31.3％）

（2.0％）

（3.8％）

（7.1％）

（7.7％）

（9.0％）

（9.0％）

（ｎ＝ 915）

（ｎ＝ 968）

（ｎ＝ 822）

（ｎ＝ 577）

（ｎ＝ 312）

（ｎ＝ 134）
20

30

40

50

60

70

80

65-69 歳 70-74 歳 75-79 歳 80-84 歳 85-89 歳  90 歳～

（23.6％）

（ｎ＝ 882） （ｎ＝ 901） （ｎ＝ 705） （ｎ＝ 516） （ｎ＝ 293） （ｎ＝ 122）

（30.5％）

（42.9％）

（54.7％）

（65.9％）

（77.9％）

0 5 10 15 20 25 30

虚弱

運動器

栄養

口腔

（11.4％）
（母数ｎ＝ 3,172）

（23.8％）
（母数ｎ＝ 3,091）

（1.1％）
（母数ｎ＝ 3,221）

（25.1％）
（母数ｎ＝ 3,241）

（8.9％）
判定不能

（母数ｎ＝ 3,728）一般高齢者
（54.4％）

（36.7％）

二次予防事業の
対象者

※介護予防が特に
必要と考えられる方

6.0

 90 歳～0

2

4

6

8

10

12
（点）

11.7

元　気

要注意！
※満点は 13 点

11.7
10.9

9.9

8.5

65-69 歳 70-74 歳 75-79 歳 80-84 歳 85-89 歳
（ｎ＝ 915） （ｎ＝ 811） （ｎ＝ 663） （ｎ＝ 436）（ｎ＝ 246） （ｎ＝ 104）

ご
相
談
は
こ
ち
ら
ま
で
！



子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課

福祉・子育てグループ
☎� 2222

16

　　
　

幼
い
子
ど
も
の
命
が
、両
親
の「
し
つ
け
」

と
い
う
暴
力
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
と
い
う

悲
し
い
事
件
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓
発

活
動
を
集
中
的
に
行
う
月
間
と
し
て
、
平

成
16
年
度
に
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
た
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
に

対
し
て
行
う
次
の
行
為
で
、
４
つ
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

な
ぐ
る
、
け
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
家

の
外
に
長
時
間
出
す　

な
ど

○
性
的
虐
待

性
的
行
為
を
強し

い
る
、
性
器
を
見
せ
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
〔
育
児
放
棄
〕

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の
中
に
放
置
す

る
、
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
た
び
た
び
外

出
す
る　

な
ど

○
心
理
的
虐
待

こ
と
ば
で
お
ど
す
、
無
視
や
拒
否
的
な
態

度
を
と
る
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
差
別
、「
産

ま
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
い
う
、
父

親
か
ら
母
親
な
ど
へ
の
暴
力
を
見
せ
る　

な
ど　

■
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を
知
っ
た
と
き
は

通
報
し
て
く
だ
さ
い
（
匿
名
で
受
け
付
け

ま
す
）。

■
子
育
て
中
の
親
子
に
優
し
い
ま
な
ざ
し
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
だ
れ
か
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
虐
待
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
は
、
が
ま

ん
し
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

＜講師紹介＞
横浜市立大学心理学専攻卒業。現在、東京都児童
相談センター、児童心理司。児童相談の現場から、
いじめ、虐待、家庭崩壊、モンスターペアレント
…など、最前線の生の声を発信し、解決の糸口を
提唱している。『教室の悪魔』（ポプラ社）など、
著書多数。

日時：11 月 9 日㈬  18：00 ～ 19：45
会場：総合福祉センター「しゃるる」大ホール

児童虐待の現状と課題

講師    山脇  由貴子氏
　( 東京都児童相談センター児童心理司）　

入場無料
託児あり

【問い合わせ・託児申し込み】
町住民福祉課 福祉・子育てグループ　☎ �2222

■町住民福祉課福祉・子育てグループ
　☎７３－２２２２
　☎０９０－９５２１－４８５１

■岩見沢児童相談所
　☎０１２６－２２－１１１９（24 時間対応）

■栗山警察署
　☎７２－０１１０

児童虐待に関する相談・通報窓口

〈
児
童
虐ぎ

ゃ
く
た
い

待
と
は
〉

〈
み
ん
な
が
で
き
る
こ
と
〉

守るのは
気づいたあなたの
その勇気

平成23年度　「児童虐待防止推進月間」標語
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　
11
月
22
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
ゲ
ー
ム
遊
び

対
　
象
　

1
歳
6
カ
月
児
～
就
学
前

　【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日
　
時
　
11
月
18
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
正
午
　

内
　
容
　
栄
養
相
談
・
試
食
作
り（
要
予
約
）

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　【
子
育
て
講
座
1
】

日
　
時
　
11
月
8
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
　

内
　
容
　
わ
く
わ
く
！
キ
ッ
チ
ン

　
　
　
　

～
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
～

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
料
　
2
5
0
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
お
し
ぼ
り

　【
子
育
て
講
座
2
】

日
　
時
　
11
月
29
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
　

内
　
容
　
音
楽
で
あ
そ
ぼ
う

講
　
師
　
未
来(

み
き)

サ
ー
ク
ル
の
先
生

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
し
込
み　

11
月
25
日
㈮
ま
で

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

　【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日
　
時
　
11
月
17
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
運
動
あ
そ
び

　【
土
曜
開
放
】

日
　
時
　
11
月
26
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
　

栗
山
い
ち
い
保
育
園 

☎
�
１
５
７
２

【
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
】

日
　
時　

11
月
25
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時

　
内
　
容　

親
子
触
れ
合
い
遊
び
・
遊
べ
る

玩
具
作
り

　
対
　
象
　

0
歳
～
1
歳
6
カ
月
く
ら
い

【
の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
】

日
　
時　

11
月
25
日
㈮

11
月
の

●材料　おとな 2 人分と子ども 1 人分　（1 人分 150kcal）
じゃがいも…中３個
クリームチーズ…４０ｇ
桜えび…大さじ１
青のり…少々

●作り方
①じゃがいもは皮をむき、適当な大きさに切っ

て、耐熱皿に入れラップをし、火が通るまで
500 Ｗの電子レンジで約 5 分間加熱する。

② ①を熱いうちにつぶす。
③ ②にクリームチーズときざんだ桜えび、青の

りを加えてまぜ、丸めて平らにのばして出来
上がり！

　　　　　町地域医療・保健対策室　
　　　　　　　　　　　　管理栄養士　上西　洵子

子どもと一緒においしく…栗産栗消

いただきます！くりやま

クリームいもだんご

午
前
10
時
～
11
時

　
内
　
容　

ゲ
ー
ム
遊
び

対
　
象
　

1
歳
～
5
歳

【
園
開
放
】

日
　
時　

11
月
16
日
㈬
・
30
日
㈬　
　
　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

【
育
児
相
談
】

園
開
放
日
・
サ
ー
ク
ル
の
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。

角
田
保
育
所
☎
�
１
７
０
６

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

日
　
時
　
11
月
24
日
㈭

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
　
容
　
給
食
試
食
会

対
　
象
　

1
歳
～
未
就
園
の
親
子

参
加
料
　
1
5
0
円

申
し
込
み　

11
月
18
日
㈮
ま
で

継
立
保
育
所
☎
�
２
０
３
２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
　
時　

11
月
25
日
㈮　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
　
容　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と
、

給
食
の
試
食

参
加
料
　
大
人
の
み
2
6
0
円

申
し
込
み　

11
月
18
日
㈮
ま
で

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
�
１
４
５
９

　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
�
４
９
１
４

【
な
か
よ
し
広
場
】　
　

日
　
時
　
11
月
19
日
㈯

 

午
前
9
時
～
午
後
1
時

内
　
容
　
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ

対
　
象
　
園
児
・
小
学
生
・
未
就
園
児
と

保
護
者

参
加
料
　
5
0
0
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　新じゃががおいしい季節ですね。じゃがいも
はビタミンＣが豊富で、煮たり焼いたりしても
壊れにくいのが特徴です。
　クリームチーズと桜えびはカルシウムたっぷ
りで、成長期のお子さんにピッタリのメニュー
です。



　
「
食
べ
過
ぎ
は
太
る
」、「
甘
い
も
の
、
お
酒

は
控
え
め
に
…
」。
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

な
か
な
か
改
善
で
き
な
い
の
が
生
活
習
慣
で

す
。

　

生
活
習
慣
病・

は
そ
の
名
の
と
お
り
、
日
々

の
生
活
習
慣
の
影
響
が
大
き
く
、
食
生
活
や

運
動
、
喫
煙
や
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
、

と
て
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
生
活
習
慣
病
に
は
、
高
血
圧
症
や
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
や
心
臓
病
、
が
ん
や
脳

卒
中
な
ど
が
あ
り
、
驚
く
こ
と
に
日
本
人
の

3
分
の
2
が
こ
れ
ら
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。　

　

一
度
身
に
つ
い
た
生
活
習
慣
は
、
大
き
く

変
え
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、
日
々

の
生
活
を
少
し
ず
つ
見
直
す
こ
と
で
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
は
可
能
で
す
。

　

食
習
慣
や
運
動
習
慣
、
喫
煙
や
飲
酒
な
ど

の
生
活
習
慣
が
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
進
行

に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
生
活
習

慣
に
関
わ
る
主
な
病
気
を
あ
げ
る
と
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

□
食
習
慣

糖
尿
病
、
肥
満
症
、
高
脂
血
症
、
痛
風
（
高

尿
酸
血
症
）、
循
環
器
病
（
心
臓
病
や
脳
血

管
の
病
気
）、
大
腸
が
ん
、
歯
周
病
な
ど

□
運
動
習
慣

糖
尿
病
、
肥
満
症
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
な

ど
□
喫
煙
習
慣

慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
、
循
環
器
病
（
心

臓
病
や
脳
血
管
の
病
気
）、
歯
周
病
な
ど

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
！           

□
飲
酒
習
慣

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
疾
患
、
高
血
圧
、
循
環
器

病
（
心
臓
病
や
脳
血
管
の
病
気
）
な
ど

　

あ
な
た
の
か
ら
だ
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

左
の
数
値
に
該
当
し
た
場
合
は
危
険
信
号

で
す
。
あ
な
た
の
健
診
数
値
と
比
較
し
て
み

ま
し
ょ
う
！

□
血
圧

収
縮
期
（
上
）
血
圧
1
3
0
ｍ
ｍ
H
ｇ
以

上
ま
た
は
拡
張
期
（
下
）
血
圧
85
m
m
H

ｇ
以
上　
　
　

□
脂
質

中
性
脂
肪
値
1
5
0
㎎
/
㎗
以
上
ま
た
は

H
D
L
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
40
㎎

/
㎗
未
満

□
血
糖

空
腹
時
の
血
糖
値
が
1
0
0
㎎
/
㎗
以
上

ま
た
は
平
均
血
糖
（
H
ｂ
A
1
ｃ
）
が

5
.
2
％
以
上

□
腹
囲

　

男
性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上

　

血
圧
・
脂
質
・
血
糖
の
２
つ
以
上
に
該
当
し
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
状
態
が
続
く
と
、
血
管

が
つ
ま
っ
た
り
破
れ
た
り
し
て
心
臓
病
や
脳

卒
中
な
ど
の
病
気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

静
か
に
進
行
し
、
あ
る
日
突
然
襲
っ
て
く
る

病
気
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
生
活
習
慣
に
注
意
ま
し
ょ
う
。

□
食
習
慣

偏
っ
た
食
事
・
早
食
い
・
満
腹
に
な
る
ま
で

食
べ
る
・
深
夜
の
食
事

□
運
動
習
慣

買
い
物
は
徒
歩
で
行
く
・
で
き
る
だ
け
階
段

を
使
う
・
急
ぎ
足
で
歩
く

□
喫
煙
習
慣

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
！
禁
煙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

□
飲
酒
習
慣

週
二
日
の
休
肝
日
・
ほ
ろ
酔
い
で
や
め
る
・

多
く
の
種
類
を
飲
ま
な
い
・
寝
る
２
時
間
前

に
は
切
り
上
げ
る
、
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
不
足
を
改
善
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
、
禁
煙
、
節
酒
を
心
が
け
る
な
ど
、
正

し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
健
康
な
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
病
気
を
知
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
病
気
の
特
徴
を
理
解
し
、
毎
日
の

食
生
活
な
ど
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
に
、
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
「
女
性
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
講
座
」
を
11
月
か
ら
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　町地域医療・保健対策室　☎ �2256
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怖い病気…生活習慣病

あ
な
た
の
か
ら
だ
は
大
丈
夫
？

生
活
習
慣
に
関
わ
る
主
な
病
気
は
？             

日頃の悪い生活習慣が蓄積して発症する

～
食
生
活
で
上
手
に
防
ご
う
！
生
活
習
慣
病
～

　

生
活
習
慣
病
予
防
に
は
、
食
事
が
大
切
だ
と

分
か
っ
て
い
る
け
ど
、
な
か
な
か
実
践
に
結
び

つ
か
な
い
。
食
生
活
の
工
夫
は
し
て
い
る
け
ど

思
う
よ
う
に
成
果
が
で
な
い
。
そ
う
い
う
あ
な

た
の
た
め
に
、
次
に
よ
り
「
栄
養
」
を
テ
ー
マ

に
５
回
に
わ
た
っ
て
健
康
づ
く
り
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

食
生
活
と
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

女・

性・

の
た
め
の
健
康
づ
く
り
講
座

①
11
月
22
日
㈫ 

講
話

　

テ
ー
マ
：
病
気
と
生
活
習
慣
の
つ
な
が
り

　

講　

師
：
栗
山
赤
十
字
病
院

　
　
　
　
　
　

医
師
・
管
理
栄
養
士

②
11
月
25
日
㈮ 

調
理
実
習
・
試
食

　

テ
ー
マ
：
糖
尿
病

　

講　

師
：
栗
山
赤
十
字
病
院
管
理
栄
養
士

③
12
月
２
日
㈮  

調
理
実
習
・
試
食

　

テ
ー
マ
：
高
血
圧

　

講　

師
：
栗
山
赤
十
字
病
院
管
理
栄
養
士

④
12
月
９
日
㈮  

調
理
実
習
・
試
食

　

テ
ー
マ
：
脂
質
異
常
症

　

講　

師
：
栗
山
赤
十
字
病
院
管
理
栄
養
士

⑤
12
月
15
日
㈭  

講
話
・
運
動
の
体
験

　

テ
ー
マ
：
運
動
は
体
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
？

　

講　

師
：
健
康
運
動
指
導
士

　
時　

間
：
午
後
3
時
～
4
時
30
分

　
場　

所
：
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

　
参
加
料
：
無
料

　

定　

員
：
先
着
15
人

　
申
込
期
限
：
11
月
17
日
㈭

　

申
込
先
：
町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室　

　
　
　
　
　

☎ 

�
2
2
5
6

　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
の
〝
が
ん
検
診
〟

を
実
施
し
ま
す
。
定
期
的
な
検
診
で
病
気
を

早
期
に
発
見
し
、
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ

う
。　

◆
日
時　

11
月
15
日
㈫

　

午
前
７
時
50
分
集
合

◆
集
合
場
所

　

役
場
新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◆
検
診
会
場
（
送
迎
バ
ス
を
利
用
）

　

北
海
道
対
が
ん
協
会
札
幌
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

35
歳
以
上
の
町
民
の
方

　
（
子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
）

◆
内
容

　

胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

※
40
歳
～
74
歳
の
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
「
特
定
健
診
」
も
同

時
に
受
診
で
き
ま
す
。

◆
料
金

そ
れ
ぞ
れ
料
金
が
違
い
ま
す
の
で
、
広
報
４

月
号
折
り
込
み
の
「
元
気
が
一
番
保
健
サ
ー

ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

　

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室　

　
　
　
　
　

☎ 

�
2
2
5
6

が
ん
（
子
宮
が
ん
）
検
診
の
検
診
機
関
が

変
更
に
な
り
ま
す
！

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ         

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

町指定検診機関 申込先 自己負担など
岩見沢レディース
　　　　　クリニック
岩見沢市８条西 19 丁目３-1 町地域医療・

　　保健対策室
　　☎ �2256

１，２００円

岩見沢こども・産科婦人科
　　　　　クリニック
岩見沢市３条西 10 丁目 8-1

１，４００円

継
続

対がん協会
（札幌がん検診センター）

札幌市東区北 26 条東 14 丁目１-15
１，０００円

札幌厚生病院
札幌市中央区北３条東８丁目５
番地

JA 組合員：JA そらち南
☎ �１３１３

一般受診者：
　　札幌厚生病院

☎０１１（２５１）５７１３

※人間ドック受診者
のみ対象です。
子宮がん検診費用
の２割相当分をご
負担いただきます。
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町
が
行
っ
て
い
る
〝
子
宮
が
ん
検
診
〟
に

つ
い
て
、
11
月
1
日
よ
り
次
の
と
お
り
町
指

定
の
検
診
機
関
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
の
方
に
つ
い

て
は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
受
診
方
法
な
ど
個

別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

※
国
崎
産
婦
人
科
医
院
・
栗
山
赤
十
字
病
院

は
、
現
在
、
子
宮
が
ん
検
診
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



　

第
24
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
の
「
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
」
部
門
で
雨
煙
別
の
市
川
美
恵
子
さ
ん
（
74
歳
）

が
、
全
国
８
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

市
川
さ
ん
は
「
熊

本
で
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
十
分

楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。
栗
山
に
も
教

室
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
で
楽
し
め

れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
功
労
表
彰
を
中
里
の

高
橋
松
男
さ
ん
（
74
歳
）
が
受
章
し
ま
し
た
。
長
年
、

町
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
員
を
務
め
ら

れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
高
橋
さ
ん
は

「
会
員
み
な
さ
ん

良
い
人
で
、
み
ん

な
の
協
力
で
や
っ

て
こ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

農林水産省大臣賞受賞＊ハサンベツ里山文科省大臣表彰！磯野武司さん

おめでとうございます

　栗山町教育委員会の委員長を 12 年間余り務めら
れた中央 4 丁目の磯野武司さん（74 歳）にこのほど、
文部科学大臣より地方教育行政の功労者表彰が贈ら
れれました。10 月 18 日、椿原紀明町長に報告に訪
れた磯野さんは、表彰状を手に「私一人の実績が評
価されたわけではなく、行動する教育委員会として
全体で取り組んだことが評価されたもの」と謙遜し
て話していました。磯野さんは現在も、栗山町地域
教育協議会顧問として、栗山ロータリークラブの一
員として、栗山の子どものために活動されています。

　社）地域環境資源センターが主催し、農林産業省、
環境省など共催の「田園自然再生活動コンクール」
で、ハサンベツ里山計画実行委員会（中井惺実行委
員長）が最も栄ある農林水産大臣賞を受賞し、10 月
25 日、椿原紀明町長に報告しました。中井委員長は

「里山 20 年計画により、町民みなさんや行政、教育
委員会の協力で 10 年間活動することができました。
これからも、くりやまのふるさと教育を推進するた
め、ハサンベツの自然を大切にし、みなさんととも
に活動を進めていきます」と話していました。

栗小 1 年 神田滉翔くん角小 1 年 福井 友樹くん

防
火
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

　

小
学
１
～
３
年
生
を
対
象
に
し
た
火

災
予
防
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
栗
山
小

１
年
の
神
田
滉
翔
（
ひ
か
る
）
く
ん
と

角
田
小
１
年
の
福
井
友
樹
く
ん
の
作
品

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
10
月
に

行
わ
れ
た
表
彰
伝
達
式
で
、
南
空
知
消

防
組
合
消
防
署
の
得
地
康
則
消
防
署
長

か
ら
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
神
田
く
ん
は「
消

防
車
を
か
き
ま
し
た
。
賞
を
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
、
福
井
く
ん
も
「
火
事

を
消
し
て
い
る
消
防
車
を
か
き
ま
し
た
。

賞
が
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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今
年
も
11
月
8
日
か
ら
14
日
ま
で
は
、「
北

海
道
の
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
８
０
２
０

推
進
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
８
０
２
０
運
動
に
つ
い

て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
０
２
０
運
動
と
は
、「
80
歳
に
な
っ
て
も
、

20
本
以
上
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う
運
動
で

す
。
平
成
元
年
に
、厚
生
省（
現
：
厚
生
労
働
省
）

と
日
本
歯
科
医
師
会
が
提
唱
し
て
、
自
治
体

や
各
種
団
体
、
企
業
、
そ
し
て
広
く
国
民
に

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

で
は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の
歯

を
保
つ
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
ど
ん
な
こ
と

に
気
を
つ
け
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

大
き
く
３
つ
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

健康のコラム８
０
２
０
運
動
に
つ
い
て

health columu
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あらい歯科 院長 新井　由
ゆかり

【
８
０
２
０
達
成
3
カ
条
】

～
そ
の
①
～

　

良
く
噛
む
こ
と

　

～
ひ
み
こ
の
は
が
い
い
ぜ
～

　
　
　
　
　
　
　
　

で
憶
え
ま
し
ょ
う
！

ひ
：
肥
満
防
止
に
役
立
つ

み
：
味
覚
の
発
育
を
促
す

こ
：
言
葉
の
発
音
を
明
瞭
に

の
：
脳
の
発
育
を
促
進

は
：
歯
の
病
気
予
防

が
：
ガ
ン
の
予
防

い
：
胃
腸
の
働
き
を
促
進

ぜ
：
全
身
の
体
力
向
上

～
そ
の
②
～

規
則
正
し
い
生
活
習
慣

～
そ
の
③
～

予
防
：
定
期
的
な
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

　
　
　

毎
日
の
歯
ブ
ラ
シ

　

写
真
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
前
後
の
も
の
で
す
。

歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

歯
磨
き
な
ど
で
は
取
れ
に
く
い
悪
い
細
菌
を

徹
底
的
に
破
壊
し
除
去
し
ま
す
。

　

歯
の
表
面
が
ツ
ル
ツ
ル
し
て
気
持
ち
が
い

い
ば
か
り
で
な
く
、
プ
ラ
ー
ク
に
含
ま
れ
る

細
菌
を
落
と
す
こ
と
に
よ
り
、
む
し
歯
・
歯

周
病
予
防
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
肉
の
腫

れ
や
痛
み
を
抑
え
、

歯
の
健
康
を
維
持
で

き
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
は
、
必
ず
定
期

的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
日

本
人
の
残
存
歯
平
均

を
表
し
た
も
の
で
す
。

80
歳
以
上
で
も
1
本

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

８
０
２
０
運
動
と
は
？

も
歯
を
失
う
こ
と
な
く
元
気
に
生
活
し
て

い
る
方
も
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
　

◇　

◇　

◇

　

今
年
の
「
北
海
道
歯
・
口
腔
健
康
づ
く
り

８
０
２
０
推
進
週
間
」
の
重
点
目
標
は
、

①
フ
ッ
化
物
洗
口
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ッ

化
物
の
利
用
に
よ
る
む
し
歯
予
防

②
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
と
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど

の
使
用
と
歯
科
医
院
で
の
歯
石
除
去
な

ど
の
歯
口
清
掃
に
よ
る
歯
周
病
予
防

③
高
齢
に
な
っ
て
も
適
切
な
口
腔
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
に
よ
る
「
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
」

と
低
栄
養
の
防
止　

で
す
。

　

気
を
つ
け
た
い
の
は「
誤
嚥
性
肺
炎
」で
す
。

　

肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
、
日
本
人
の
死
因

第
4
位
（
２
０
０
９
年
度
）
で
、
男
女
と
も

特
に
60
歳
を
超
え
た
年
齢
層
で
急
激
に
増
加

し
、
年
間
8
万
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
嚥え

ん

下げ

（
飲
み
込
み
）
の

動
作
が
う
ま
く
で
き
な
く
て
、
食
物
が
誤
っ

て
気
道
に
は
い
り
（
誤ご

嚥え
ん

）、「
む
せ
」
や
「
せ

き
こ
み
」
な
ど
の
反
射
で
排
出
さ
れ
ず
、
気

管
支
や
肺
に
入
り
込
ん
で
起
こ
り
ま
す
。

　

し
か
も
食
事
中
だ
け
で
な
く
、
常
に
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
、
特
に
就
寝
中
が
問
題
で

す
。
し
た
が
っ
て
就
寝
前
の
口
腔
ケ
ア
は
肺

炎
の
予
防
に
も
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

◇　

◇　

◇

　

さ
あ
皆
さ
ん
も
８
０
２
０
を
合
言
葉
に
、

健
康
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
、
今
日
か
ら

頑
張
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
歯
科
医
師
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
全
国
８
位
入
賞
！

北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
功
労
賞
表
彰



　　　

飲
食
店
が
並
ぶ
栄
町
通
り
に
今
年
で
創

業
62
年
を
迎
え
る
『
た
が
み
製
麺
』
が

あ
り
ま
す
。
お
爺
さ
ん
の
代
か
ら
は
じ

ま
り
3
代
目
、
現
在
の
ご
主
人
で
あ
る

田た
が
み
た
か
お
み

上
孝
臣
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

建
物
の
中
に
入
る
と
ガ
チ
ャ
ン
、
ガ

チ
ャ
ン
と
製
麺
機
が
動
い
て
い
る
音
が
し

ま
す
。
機
械
に
貼
ら
れ
て
い
た
プ
レ
ー
ト

に
は
昭
和
51
年
製
と
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。
歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
田
上
さ
ん

は
、
製
麺
機
に
あ
る
麺
を
の
ば
す
鉄
製
の

大
き
な
ロ
ー
ラ
ー
を
や
さ
し
く
撫な

で
な
が

ら
「
相
手
は
小
麦
粉
で
す
け
ど
長
年
使
っ

て
い
る
か
ら
微
妙
な
穴
が
あ
い
て
い
る
ん

で
す
よ
。
こ
の
穴
が
麺
を
伸
ば
し
た
時
に

ス
ー
プ
が
が
か
ら
み
や
す
く
な
る
あ
と

4

4

を

付
け
て
く
れ
る
ん
で
す
」
と
い
い
ま
す
。

新
し
い
製
麺
機
の
ロ
ー
ラ
ー
で
は
、
テ
フ

ロ
ン
加
工
と
い
う
処
理
が
さ
れ
て
い
る
た

め
管
理
は
し
や
す
い
も
の
の
、
麺
の
仕
上

が
り
が
綺
麗
す
ぎ
て
、
ス
ー
プ
が
か
ら
ま

り
に
く
い
そ
う
で
す
。

　

た
が
み
製
麺
の
ラ
ー
メ
ン
は
、
た
く
さ

ん
の
生
卵
が
使
わ
れ
た
、
ぷ
り
っ
と
し
た

食
感
が
特
徴
の
『
た
ま
ご
麺
』
で
す
。
小

麦
粉
は
3
種
類
を
使
い
分
け
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
湿
度
や
気
温
だ
け
で
な
く
、
小

麦
粉
が
持
つ
湿し

め

り
気
を
手
や
指
で
感
じ
な 栗山のモノづくりを応援します！

親
子
３
代
で
守
ら
れ
て
き
た

創
業
62
年
の
麺
工
場

ま ち の ひ ろ ば◦◦◦
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手
間
を
惜
し
ん
で
い
る
と

お
い
し
い
麺
は
で
き
な
い

栗山のあらゆるモノづくりを募集！自薦他薦は問いません。
【問い合わせ】町総務課広報情報グループ☎ �7501

製麺作業中の田上さん

が
ら
そ
の
都
度
材
料
の
配
分
を
変
え
る

そ
う
で
す
。
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の

は
麺め

ん
た
い帯
と
い
う
帯
状
に
し
、
丸
1
日
か
け

て
熟
成
さ
せ
ま
す
。
田
上
さ
ん
は
「
腰
の

あ
る
麺
を
作
る
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
」

と
い
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
製
麺
工
場
だ

と
、
流
れ
作
業
で
す
ぐ
に
裁
断
し
て
し
ま

い
熟
成
は
し
な
い
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
田
上
さ
ん
が
作
る
ラ
ー
メ
ン

は
こ
だ
わ
り
の
『
4
層
麺
』。
ラ
ー
メ
ン

は
、
時
間
が
経
つ
と
麺
が
の
び
て
し
ま
い

ま
す
が
、
麺
帯
を
4
枚
重
ね
て
製
麺
し
て

層
を
作
る
こ
と
で
、
の
び
に
く
い
腰
の
あ

る
麺
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
最
後
の
1

本
ま
で
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
手
間
を
か
け
4
層
の

麺
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

田
上
さ
ん
は
、
出
来
上
が
っ
た
麺
を
わ

が
子
の
よ
う
に
見
つ
め
ま
す
。「
生
産
者

の
方
が
作
っ
た
小
麦
や
卵
を
、
私
が
最
後

の
仕
上
げ
と
し
て
麺
に
す
る
こ
と
が
で
き

て
幸
せ
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
が
み
製
麺
で
は
、ラ
ー
メ
ン
の
ほ
か
、

う
ど
ん
、
そ
ば
、
パ
ス
タ
を
製
造
。
空
知

管
内
を
中
心
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
商
品

は
、
同
社
の
ほ
か
、
栗
夢
プ
ラ
ザ
、
仲
井

果
実
店
で
販
売
。
ま
た
、
町

内
の
ラ
ー
メ
ン
店
『
龍
覚
』

は
た
が
み
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す
。

たがみ製麺

至 栗山公園
公
園
通
り

栄町通り

駅前通り
ガソリンスタンド

住　所  栗山町中央 2丁目 142
電　話　72-1272

　最近、悪徳業者が消費者にクレジットカードのショッピング枠で商品
を購入させ、その商品を悪徳業者が安い金額で買い取り消費者を言葉巧
みに騙す消費者被害が増えています。

【事例】
　どうしても現金が必要になったＡさんは「即日融資、担保・保証人不
要」の広告を見てＢ社に電話をすると、クレジットカードで買い物をす
れば、その商品を高く買取り現金を渡す」と言われたため、指定された
商品を 70 万円で購入した。購入した商品をＢ社に持って行くと手数料
を差引くと言われ 40 万円の現金を渡された。Ａさんは、一時的に 40 万
円という現金を手に入れることが出来たが、70 万円の返済に追われる
ことになった。

　このような事例は「クレジットカード現金化」と呼ばれている被害で
す。最近、相談件数が増えてきましたので十分ご注意してください。

１ １ 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2011 栗山公園だより１１月号　vol.44

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop
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開園日にたくさんの方にお会いできるこ
とを楽しみにしています♪

4月29日㈷ を予定

根っ子の会絵手紙展
日程／ 11月5 日㈯まで
～会員皆さんの温かい作品。なぜか心
が安らぎます。～

 菊花展
　日程／ 11月4 日㈮～ 8 日㈫

須藤英二氏
癒しのフルートコンサート
日程／ 11月9 日㈬ 13：30 ～ 14：30
懐かしい想い出の時間を呼び起こし癒
しとやすらぎのひとときをお届けしま
す。

第２回 藤島亮氏口絵展
日程／ 11月21 日㈪～ 30 日㈬
～懐かしい紫明館 ( 写真館 ) 製作によ
る卒業アルバムに掲載された口絵～

ゆっくり市
日程／ 11月18 日㈮ 13：30 ～ 14：30
※新企画にて開催予定。乞うご期待

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
11 月は 4日･11日・18日・25日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

ホール・会議室をご利用ください！
サークルや各種団体、商品の展示

会などのご利用をお待ちしていま
す。お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　  10：00 ～ 17：00

　2011 年も栗山公園をたくさんの方にご利用していただきました。
利用していただいた皆さんのマナーのおかげで、楽しくきれいな栗
山公園でした！本当にありがとうございました！

来季のオープンは・・

来年もまた来てね！

　【冬期休業になる施設】
　・なかよし動物園
　・バーベキュー場
　・キャンプ場
　・公園案内所
　・各種遊具

◦◦◦ T o w n  s q u a r e


